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2 Da-7　　　衣服がぬれた場合の保温と着装の関係

　　　　　　　　　　　船舶蟻装品研　　　村山　雅己

　　　　　　　　　　　東京学芸大　　　　中橋美智子　　ルウ　ディ　　○野上　遊夏

　【目的】衣服は人体に最も身近な環境を作り出しており、衣服によって体熱放散を調節し

恒体温を維持することができる。しかし、運動、労働時の発汗や作業中に衣服がぬれた屏

合には、保温性が低下する。寒冷環境での衣服のぬれは保温力の低下やエネルギーの消耗

につながり、生死に関わる重要な問題となることから、汗、雨などによって衣服がぬれた

場合を想定したシミュレーション実験を試みた。本実験は。肌と布地の間、布地と布地の

間の接触面における熱移動を主体として検討を行った。

　【方法】　肌着素材を中心に試料を選定し、精密迅速熱物性測定装置（KES製サーモラボ

2型）により測定を行った。実験は、乾燥・ずぶぬれ・手絞りの３条件で、1) 冷温触感

　（q-max値測定）、２）単品試料での熱伝導（熱貫流）率、3)試料を３枚重ねした場合

の熱伝導（熱貫流）率について行った。

　【結果】　1）冷温触感は乾燥時では試料差が小さいが、ぬれ状態でのq-maxは毛素材は

低く、綿素材は高かった。2)単品での熱伝導率は、各試料ともぬれた場合には乾燥時よ

りも高い値を示すが、毛・合繊素材は影響が小さく、綿素材では影響が大きい。３）試料

を重ねた場合の熱伝導率は、最内層を綿素材にするとぬれ状態で高くなる。1）～3）よ

り、ぬれたままの衣服を着装しなくてはならないときには、一般的に、綿肌着ではなく最

内層に毛または合繊素材を用いることが保温上望ましい。

2 Da－8 衣服素材の相違による運動負荷時の皮膚温変化
　　　　　　東京学芸大　○中橋美智子　ルウデイ菊地英明　野上遊夏

　　　　　　　　　　　　船舶膝装品研　村山雅己

　【目的】低温環境下において、濡れた衣服を継続着用しなければならない場合、着用衣

服の保温効果が減少しそのため体温維持が不可能となり死亡する例がある。また日常生活

においてもスポーツ時、作業時など発汗により肌着が湿潤し体熱が奪われ寒さ感などの不

快感を経験する。そのような場合肌着として最内層に着用している衣服素材が何であるか

が重要な要因となる。今回の実験では肌着素材を３種とし、運動負荷により発汗させ肌着

が湿潤する状態での皮膚温および直腸温などを測定し、低温環境下における肌着素材の相

違と皮膚温の関係を検討した。

　【方法】　・被験者　成人男子５名　　・環境条件　20°C,60;^RHおよび3o°c,wm

　・実験衣服　同一形態である毛、綿、合繊の３素材の肌着

　・運動負荷　エルゴメータによる運動　走行距離16Kra消費エネルギー195Kcal

　・測定条件　安静(20iiiin)→運動(40rain)→安静(20niin)

　・測定項目部員温、直腸温、衣服内温度ご衣服内湿度、快適感

　【結果】皮膚温　20°Cでは毛が最も高く、合繊、綿の順で、毛の保温効果のよいことが

把握される。weでは毛・綿の試料差はない。衣服内湿度は20°Cでは背部は各試料共に高

く試料差は見られないが、胸部では合繊が高く綿が低い。weでは同様の高い湿度を示す。

快適感は2O°Cでは毛が評点力i高く綿は運動後漸次温熱感に劣り寒さを感じる。30°Ｃでは毛

は宕熱状態となり著しく不快となる。直腸温は若干上昇傾向を示すが試料差はみられない。

219


